
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
有
害
図
書
類
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

二

〇
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
六
十
四
号
（
農
地
法
に
よ
る
別
段
の
面
積
）
の
廃
止 

（
農
業
振
興
課
）　

　

二

〇
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号
（
農
地
法
施
行
令
に
よ
る
算
定
方
法

　

に
代
る
べ
き
算
定
方
法
の
設
定
）
の
廃
止 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
号
（
農
地
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る

　

面
積
に
代
わ
る
べ
き
面
積
）
の
廃
止 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

三

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
六
十
四
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

み
や
ぎ
母
乳
育
児
を
す
す
め
る
会

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

堺　

武
男

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
四
番
十
一
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
広
く
国
民
に
対
し
て
、
母
乳
育
児
の
推
進
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

国
民
の
健
康
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
六
十
五
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

（1）　 平成21年12月15日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2116号　　 

発　　　　行

宮 城 県
( 総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
����������������

(毎週火，金曜日発行)

番 
号

一二三四五六七八九十十
一

十
二

種　
　

類

雑

誌

同同同同同同同同同同同

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

黄
金
の
Ｇ
Ｔ　

１
月
号

　

１
２
２
５
９－

０
１

ア
ク
ト
レ
ス
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

　

１
２
２
６
０－

１
２

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ダ
ッ
シ
ュ　

１
２
月
号

　

０
２
０
５
９－

１
２

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル　

１
月
号

　

１
９
６
２
５－

０
１

恋
愛
リ
ア
ル
白
書　

ジ
ョ
・
ウ
・
ネ
・
ツ
冬
号

　

１
８
８
１
６－

０
１

恋
愛
パ
ラ
ダ
イ
ス　

１
月
号

　

０
９
６
７
５－

１

女
神
の
Ｇ
・
Ｐ

　

６
５
５
８
２－

９
０

Ｂ
Ｕ
Ｂ
Ｋ
Ａ　

１
月
号

　

１
７
８
８
５－

０
１

劇
画
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス　

１
月
号

　

０
３
３
６
９－

０
１

衝
撃
の
Ｘ
Ｘ
Ｘ　

ｖ
ｏ
ｌ．

２

　

１
３
３
２
０－

１
２

月
刊
エ
ン
タ
メ　

１
月
号

　

０
２
０
５
３－

１

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

１
月
号

　

０
１
８
０
５－

１

発　
　
　

行　
　
　

所

㈱
晋
遊
舎

㈱
晋
遊
舎

㈱
晋
遊
舎

㈱
宙
出
版

㈱
宙
出
版

㈱
竹
書
房

㈱
竹
書
房

㈱
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

㈱
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

ミ
リ
オ
ン
出
版
㈱

㈱
徳
間
書
店

㈱
鉄
人
社



二　

指
定
理
由

　
　

図
書
類
の
内
容
が
、
一
か
ら
十
五
ま
で
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
十
六
の
図
書
類
に

　

あ
っ
て
は
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
甚
だ
し
く
残
忍
性
を
有
し
、
及
び
著
し
く
自
殺
又
は
犯
罪
を
誘
発
す
る
た

　

め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
千
六
十
六
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
六
十
七
号

　

昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
六
十
四
号
（
農
地
法
に
よ
る
別
段
の
面
積
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
六
十
八
号

　

昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号
（
農
地
法
施
行
令
に
よ
る
算
定
方
法
に
代
る
べ
き
算
定
方
法
の
設

定
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
六
十
九
号

　

平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
号
（
農
地
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
面
積
に
代
わ
る
べ
き
面
積
）
は
、

廃
止
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
号

　

県
営
迫
南
方
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
南
方
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
一
号

第2116号　平成21年12月15日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

十
三

十
四

十
五

十
六

同同同同

Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ　

プ
チ　

１
月
号

　

１
５
４
８
７－

０
１

エ
キ
サ
イ
タ
ー　

１
２
月
号

　

１
２
０
３
１－

１
２

ア
イ
ド
ル
魂　

ｔ
ｈ
ｅ　

ハ
ッ
ス
ル　

Ｖ
Ｏ
Ｌ．

９

　

６
８
２
９
７－

３
９

実
録　

今
で
も
あ
る
！　

最
凶
拷
問

㈱
笠
倉
出
版
社

イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
㈱

マ
イ
ウ
ェ
イ
出
版
㈱

㈱
徳
間
書
店

認
証
番
号

百
二
十

七百
五
十

五百
六
十

七

品　

目

湯
通
し
塩

蔵
わ
か
め

宮
城
県
産

仙
台
味
噌

乾
の
り
・

焼
き
の
り

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

有
限
会
社
橋
本
水
産
食

品代
表
取
締
役　

千
葉
小

太
郎

仙
台
味
噌
醤
油
株
式
会

社代
表
取
締
役
社
長　

遠

藤
勝
之

株
式
会
社
七
福
茶
本
舗

佐
藤
海
苔
店

代
表
取
締
役　

佐
藤
富

行

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

有
限
会
社
橋
本
水
産
食

品仙
台
味
噌
醤
油
株
式
会

社
わ
さ
び
沢
工
場

株
式
会
社
七
福
茶
本
舗

佐
藤
海
苔
店

製
造
所
等
の
所
在
地

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
五

九－

四

大
崎
市
松
山
金
谷
字
山
葵
沢
東
六

－

一
仙
台
市
泉
区
北
中
山
四
丁
目
一
三

－

二



　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

河
北
桃
生
線

三　

道
路
の
区
域　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
築
館
都
市
計
画
、
若
柳
都
市
計
画
、
栗
駒
都
市
計
画
及
び
鶯
沢
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、

同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を

次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

築
館
都
市
計
画
、
若
柳
都
市
計
画
、
栗
駒
都
市
計
画
及
び
鶯
沢
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

迫
川
流
域
下
水
道

二　

変
更
の
内
容

　

１　

都
市
計
画
を
合
同
し
、
都
市
計
画
の
名
称
及
び
排
水
区
域
の
接
続
す
る
下
水
道
の
名
称
を
変
更
す
る
。

　

２　

鶯
沢
都
市
計
画
下
水
道
を
廃
止
す
る
。

三　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

築
館
都
市
計
画
、
若
柳
都
市
計
画
及
び
栗
駒
都
市
計
画
迫
川
流
域
下
水
道
が
決
定
さ
れ
て
い
る
区
域

四　

都
市
計
画
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

鶯
沢
都
市
計
画
迫
川
流
域
下
水
道
が
決
定
さ
れ
て
い
る
区
域

五　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
（
下
水
道
課
）

六　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
六
日
ま
で

七　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

（3）　 平成21年12月15日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2116号　　 

変　

更　

の　

区　

間

石
巻
市
小
船
越
字
岩
崎
前
四
七
番
一
地
先

か
ら

同
市
飯
野
字
寒
風
沢
内
田
二
九
番
六
地
先

ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
三
・
〇
〜

　
　

一
四
・
八

　

八
・
四
〜

　
　

四
七
・
〇

―
―
―

一
四
・
四
〜

　
　

四
七
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
五
・
〇

一
、
七
〇
六
・
〇

―
―
―

一
、
七
〇
六
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

河
北
桃
生
線

供

用

開

始

の

区

間

石
巻
市
小
船
越
字
岩
崎
前
四
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
飯
野
字
寒
風
沢
内
田
二
九
番
六
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　

十
二
月
十
五
日


